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（メッセージ） 

三量体 G 蛋白質シグナルが、細胞骨格を制御することに興味を持ち、その経路で働
いていると考えられる Rhoファミリー低分子量 G蛋白質を制御する RhoGEF分子がど
のように制御されているのかについて明らかにしたいと考えております。多くの

RhoGEF分子が存在しますが、その中で三量体 G蛋白質の各種サブユニットが直接作用
するもの、他の分子を介し間接的に作用するものを区分けし、それぞれの経路がどのよ

うな細胞機能と結びついているのかを少しでも解明できればと思っております。今年

度、浅野先生と代表者を交代することになりました。班員の皆様今後ともどうかよろし

くお願い致します。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 
１．三量体Ｇ蛋白質に対する抗体： Gαo (WB, IP, IH), Gαi2 (WB, IH), Gαi1/2 (WB, IP), 

Gβ (WB,IH), Gγ2 (WB), Gγ3 (WB, IP, IH), Gγ5 (WB, IP, IH), Gγ10 (WB), Gγ11 
(WB), Gγ12 (WB, IP), Phospho-Gγ12 (WB) 

２．cDNA：Gγ12、              
３．精製Ｇ蛋白質（ウシ脳）：Gαo, Gβγ 
４．いくつかの RhoGEF分子とその変異体の cDNA（但し、かずさ DNA研究所の承諾

が必要） 
（１から３については toasano@key.ocn.ne.jp（浅野富子先生宛）への連絡でも結構です） 


